
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
事
業
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
貸
出
事
業
、

学
童
保
育
事
業
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

〇
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
保
育
園
・

幼
稚
園
等
を
利
用
す
る
子
の

副
食
材
料
費
10
か
月
分
を
無

償
化
し
ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
低

所
得
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金
を

支
給
し
ま
し
た
。

衛�

生
費

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
相
談
窓
口
の

設
置
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

行
い
ま
し
た
。

○
住
民
の
健
康
管
理
を
支
援
す
る

健
康
増
進
事
業
や
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
支
援
事
業
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

○
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
各
種

施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
近
隣
３
町
村
と
表
明
し
た
「
山

並
み
連
携
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
共
同
宣
言
」
に
も
と
づ

き
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
取
組
み
を

開
始
し
ま
し
た
。

○
町
営
樹
木
葬
墓
苑
「
五
大
尊
花

木
墓
苑
」
を
運
営
・
管
理
し

ま
し
た
。

農�

林
水
産
業
費

○
梅
・
ゆ
ず
な
ど
の
特
産
物
果
樹

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
成
瀬
地
内
の
農
業
用
水
路
の
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
埼
玉
県
の
補
助
金
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
水
源

地
域
森
づ
く
り
、
里
山
・
平
地

林
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
改
植
・
新
植
を
実
施
す
る
農
家

の
方
々
へ
の
苗
木
購
入
に
対
す

る
補
助
を
実
施
し
ま
し
た
。

商�

工
費

○
越
生
ス
タ
ン
プ
会
が
実
施
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
販

売
を
支
援
し
ま
し
た
。

〇
越
生
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
補

助
金
を
交
付
し
、
４
年
ぶ
り
に

お
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
観
光
協
会
が
実
施
す
る
観
光
Ｐ

Ｒ
事
業
等
を
支
援
し
ま
し
た
。

○
観
光
施
設
の
整
備
と
維
持
管
理

を
行
い
ま
し
た
。

○
町
内
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や

案
内
板
等
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

土�

木
費

○
町
道
１
‐
７
号
線（
成
瀬
地
内
）

の
道
路
拡
幅
改
良
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

○
町
営
仲
町
住
宅
の
給
排
水
管
、

ガ
ス
管
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

○
生
活
安
全
の
向
上
を
図
る
た

め
、
防
犯
灯
及
び
道
路
照
明

等
の
新
設
・
修
繕
等
を
行
い

ま
し
た
。

教�

育
費

○
越
生
町
教
育
振
興
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
児
童
・
生
徒
の
教

育
力
向
上
や
生
涯
学
習
を
推

進
し
ま
し
た
。

○
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
学

校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
支

援
策
と
し
て
小
中
学
校
の
給

食
費
10
か
月
分
を
無
償
化
し

ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
等

　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
き
、

財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
を
算

出
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も

早
期
（
経
営
）
健
全
化
基
準
を
下

回
り
、健
全
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
指
標
で
あ
る
経
常

収
支
比
率
は
89
．
９
％
で
依
然
と

歳入 歳出 差引額
総    額 85億8,460万円 79億9,155万円 5億9,305万円
一般会計 52億6,620万円 47億9,960万円 4億6,660万円
特別会計 29億6,516万円 28億2,701万円 1億3,815万円

公平委員会特別会計 29万円 15万円 14万円
農業集落排水事業特別会計 2,369万円 2,119万円 250万円

国民健康保険特別会計 14億  880万円 13億9,440万円 1,440万円
介護保険事業特別会計 13億4,189万円 12億2,244万円 1億1,945万円

後期高齢者医療特別会計 1億9,049万円 1億8,883万円 166万円

水道事業
会計

収益的収支 3億2,290万円 2億8,877万円 3,413万円
資本的収支 3,034万円 7,617万円 ▲4,583万円

　
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的

支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
4
，
5
8
3
万
円

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

88.1
88.9

94.1

92.8

84.8

88.9

89.9

89.3 89.7 
90.3 

87.9 

82.4

87.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度　  ４年度　  ５年度

越生町

県内町村平均

経常収支比率の推移

健全化判断比率 ( 単位：％ )

( 単位：％ )資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
越生町 ー ー 5.7 ー

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0

特別会計名称 資金不足比率 特別会計名称 資金不足比率
農業集落排水事業特別会計 ー 水道事業会計 ー

経営健全化基準 20.0 経営健全化基準 20.0

会
計
別
決
算

し
て
高
い
数
値
に
あ
り
ま
す
が
、

財
政
の
硬
直
化
を
招
か
ぬ
よ
う
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
1.0
に
近
い
ほ
ど
財
政
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
を
示
す
財
政
力

指
数
は
、
０
．
４
６
２
と
低
水
準

に
あ
り
ま
す
。

・実質赤字比率：一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
・連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字または資金不足額の標準財政規模に対する比率
・実質公債費比率：一般会計等が負担する元利償還金および準元利償還金の標準財政規模に対する比率
・将来負担比率：一般会計等が負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
・資金不足比率：各公営企業の資金不足額の事業規模に対する比率
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自主財源
21億7,299万円

41.2%

52億
6,620万円

町税
13億4,159万円

25.5%

繰越金
5億3,352万円
10.1%

使用料及び手数料
8,283万円
1.6%

分担金及び負担金
2,767万円
0.5%

その他
1億8,738万円

3.5%

国庫支出金
6億6,276万円
12.7%

地方交付税
17億293万円
32.3%

地方交付税
17億293万円
32.3%

県支出金
3億493万円
5.8%

その他
3億9,287万円

7.4%

歳入

町債
2,972万円
0.6%

町債
2,972万円
0.6%

依存財源
30億9,321万円
58.8%

47億
9,960万円

消防費
2億9,440万円

6.1% 歳出

農林水産業費
1億4,814万円

3.1%

総務費
6億3,183万円
13.2%

民生費
16億503万円
33.5%

教育費
3億7,042万円

7.7%

教育費
3億7,042万円

7.7%

土木費
4億341万円
8.4%

土木費
4億341万円
8.4% 衛生費

3億6,259万円
7.6%

衛生費
3億6,259万円

7.6%

公債費
3億7,537万円

7.8%

公債費
3億7,537万円

7.8%

その他
6億841万円
12.6%

その他
6億841万円
12.6%

令
和
令
和
55
年
度
年
度

決
算
報
告

決
算
報
告

　
令
和
５
年
度
の
町
の
決
算
が
９

月
の
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
歳
出
は
、
一
般
会
計

約
48
億
円
、特
別
会
計
約
28
億
円
、

水
道
事
業
会
計
約
４
億
円
（
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
計
）
と

な
り
、
総
額
約
80
億
円
で
様
々
な

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

一
般
会
計
歳
入

　
歳
入
決
算
総
額
は
52
億
６
，
６

２
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

４
，
６
０
９
万
円
、
０
．
９
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
加
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

高
齢
者
福
祉
関
係
の
需
要
額
の
伸

び
に
よ
り
普
通
交
付
税
が
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
税
は
、
13
億
４
，
１
５
９
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
，
２

２
５
万
円
、
０
．
９
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
固
定
資
産
税
や
軽

自
動
車
税
等
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
６
億
６
，
２

７
６
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て

４
，
７
６
０
万
円
、
６
．
７
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。社
会
保
障・

税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補

助
金
な
ど
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
町
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

減
少
に
よ
り
、２
，６
０
２
万
円
、

46
．７
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　
歳
出
決
算
総
額
は
、
47
億
９
，

９
６
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

て
１
億
１
，
３
０
０
万
円
、
２
．

４
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
加
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
低

所
得
世
帯
等
に
支
給
し
た
給
付
金
及

び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
民
生
費
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
歳
入
総
額
52
億
６
，
６

２
０
万
円
と
歳
出
総
額
47
億
９
，

９
６
０
万
円
の
差
額
４
億
６
，
６

６
０
万
円
は
令
和
６
年
度
へ
繰
り

越
し
ま
し
た
。

目
的
別
の
主
な
事
業

総�

務
費

○
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
を
目
的

に
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券

を
交
付
し
、
地
域
交
通
対
策

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
前
年
度
に
引
き
続
き
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
委
嘱
し
、
地
域

力
の
強
化
と
情
報
発
信
に
努

め
ま
し
た
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

と
活
用
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を
作

成
し
ま
し
た
。

○
県
知
事
選
挙
、
県
議
会
議
員
選

挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
を
実

施
し
ま
し
た
。

民�
生
費

○
越
生
町
障
が
い
者
計
画
な
ど
に

基
づ
き
、
障
が
い
者
等
の
自

立
と
社
会
参
加
の
促
進
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

○
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
在
宅
福

祉
事
業
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
推
進
し
ま
し
た
。

○
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
出
生

祝
金
支
給
事
業
、
こ
ど
も
の

医
療
費
支
給
事
業
、
チ
ャ
イ

歳入の状況歳出の状況
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